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謹
賀
新
年

昨
年
は
人
類
史
に
深
い
爪
痕

を
残
す
過
酷
な
年
で
あ
り
ま
し

た
。
世
界
中
で
人
々
の
暮
ら
し

が
一
変
し
、
我
慢
が
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
人
類
の
叡
智
に

よ
り
、
こ
の
逆
境
を
跳
ね
返
し
、

長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け

出
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

さ
て
、
当
協
議
会
は
、
今
年

は
創
立
17
年
目
に
入
り
ま
す
。

会
の
発
足
以
来
、
基
本
報
酬
の

引
き
上
げ
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
予
定
さ
れ
て

い
る
介
護
報
酬
改
定
は
、
国
の

財
政
事
情
も
あ
り
、
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
取
り
組

み
は
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。

先
進
国
に
ふ
さ
わ
し
い
介
護
・

福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に
は
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
多
く
の
関
係
者
に
理
解
し
て

も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
衆
議
院
選
挙
、
来
年

の
参
議
院
選
挙
と
続
き
ま
す
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
政

新
年
の
ご
挨
拶　

会
長　

赤
枝 

雄
一　

兼
愛
会　

理
事
長

（１）
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Number 167 2021 年（令和 3 年）
　1 面　テクノロジーで介護の未来を変える

　　　   ＩｏＴ機器　なぜ有望か

　　　　新年のご挨拶（赤枝雄一会長）

　2 面　理事会・支部長会合同会議

　　　　【新連載】21 年度介護報酬改定を読む

　　　　木村よしおの「ちょっと一言」

　3 面　0.7％引き上げ 21 年度介護報酬改定

　　　　審議報告を了承 介護給付費分科会

　　　　介護保険委員会、来年度予算案

　　　　ウノ目タカノ目 こちら傍聴席

　4 面　介護ニュース・ダイジェスト

　　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み

　　　　会員施設数、事務局から

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
会
員

施
設
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
状
況
な

ど
を
調
べ
た
。
4
月
か
ら
始
ま
る
報
酬
改
定
、
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
意
識

し
た
も
の
。
そ
の
結
果
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
暮
ら
し
が
単
調
に
な
る
な
ど
、
入
居
者
の
処

遇
に
大
き
く
影
響
し
た
」
と
い
う
回
答
が
4
割
を
占
め
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
使
い
勝
手
の
良
い
機
器
の
開
発
を
望
む
声
が
目
立
っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
が
介
護
の
未
来
を
変
え
る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
介
護
の
未
来
を
変
え
る

コ
ロ
ナ
で
暮
ら
し
が
単
調
に
、
使
い
勝
手
の
良
い
機
器
を

推
進
協
「
コ
ロ
ナ
対
応
と
介
護
機
器
の
活
用
状
況
調
査
」

治
連
盟
と
も
連
携
を
図
り
、
国

へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
併
せ
て
、
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
安
定
経
営
、
そ
し

て
ご
利
用
者
お
一
人
お
ひ
と
り

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
尊
厳
が
保

持
さ
れ
た
安
寧
な
暮
ら
し
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
、
会
と
し
て
の

活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器　

な
ぜ
有
望
か

「
眠
り
ス
キ
ャ
ン
」
情
報
を
見
え
る
化

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
I
o
T
機

器
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ
、
現
在
も
将
来

も
有
望
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

な
ぜ
、
I
o
T
機
器
は
有
望
な
の
か
。

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
（
代
表
取
締
役

社
長 

木
村
友
彦
）
の
「
眠
り
ス
キ
ャ
ン
」

を
取
り
上
げ
て
考
え
て
み
る
。

ベ
ッ
ド
に
敷
い
た
マ
ッ
ト
か
ら
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
利
用
者
一
人
一
人
の

睡
眠
や
覚
醒
な
ど
の
情
報
を
送
信
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ

ン
グ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
ま
で
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
経
験
や

勘
に
頼
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
え
る
化
さ
せ
た
。
外
国

人
や
経
験
の
浅
い
職
員
が
増
え
る
中
で

画
期
的
な
効
果
が
出
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
機
器
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
多

く
の
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
生
ま
れ
て
い

る
。シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
ご
家
族

に
は
利
用
期
間
中
の
様
子
を
詳
し
く
伝

え
る
こ
と
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
あ
る

が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
か
す
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。「
こ
ん
な
状
況
で
過

ご
さ
れ
て
ま
し
た
」
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
利
用
者
情
報
を
抽
出
し
伝
え
る
こ

と
で
、「
ま
た
利
用
し
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
っ
た
リ
ピ
ー
ト
も
生
ん
で
い
る
。

業
務
効
率
化
へ
の
貢
献
と
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
要
因
だ
。

推
進
協
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
20
年
後

の
姿
も
聞
い
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
人
が
介
護
の
中
心
に
い
る
姿
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
I
o
T
機
器
の
一

層
の
進
化
を
期
待
し
た
い
。（
懸
上
）

3
番
目
は
、「
施
設
の
収
支
（
15
％
）」。

デ
イ
の
定
員
削
減
、
シ
ョ
ー
ト
の
受
入
れ

中
止
な
ど
に
よ
る
収
入
減
―
な
ど
。

「
大
き
な
影
響
は
な
い
、
む
し
ろ
結
果

的
に
は
施
設
は
成
長
し
た
（
４
％
）」。
感

染
発
生
を
想
定
し
た
B
C
P
の
検
討
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
実
施
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
音
楽
療
法
の
試
み
な
ど
工
夫
す
る
こ

と
で
施
設
的
に
成
長
で
き
、
職
員
の
意
識

も
高
ま
っ
た
―
な
ど
。

介
護
の
未
来
を
変
え
る
カ
ギ
に

《
質
問
》「
過
去
、
現
在
、
未
来
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
点
で
ど
の
分
類
の
介
護
機
器
が

最
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
か
」

「
過
去
」
電
動
ベ
ッ
ド
や
移
動
式
リ
フ

ト
等
の
従
来
型
介
護
機
器
。「
現
在
」
セ

ン
サ
ー
な
ど
に
よ
り
何
ら
か
の
情
報
を
人

に
伝
達
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
。「
未
来
」
現

在
同
様
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
ト
ッ
プ
だ
が
、

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
在
よ
り
有
効
に
な
る
」

と
考
え
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、「
職
員
の
負
担
軽
減
と
利
用
者

の
安
全
の
た
め
に
、
助
け
と
な
り
う
る
機

器
が
必
要
」
と
い
っ
た
回
答
が
目
立
っ
た
。

そ
の
一
方
、
過
去
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し

た
が
効
果
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
使
い

勝
手
の
良
い
機
器
の
開
発
と
技
術
の
進
歩

を
望
む
―
と
言
う
声
も
。

《
質
問
》「
20
年
後
の
介
護
現
場
を
ど
の

よ
う
に
想
像
し
ま
す
か
」

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
今
よ
り
介
護

機
器
は
充
実
す
る
が
、
人
が
介
護
の
中

心
（
65
％
）」。
き
め
細
や
か
な
介
護
は
人

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
か
ら
―
な
ど
。
次

い
で
「
介
護
機
器
が
介
護
を
行
い
、
人
は

精
神
的
な
支
援
を
す
る
（
34
％
）」。
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
機
器
が
飛
躍
的
に
伸
長
す
る

こ
と
に
疑
問
は
な
い
、
人
材
確
保
が
難
し

け
れ
ば
代
替
ツ
ー
ル
が
必
要
だ
―
な
ど
。

3
番
目
が
「
今
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

（
１
％
）」。

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
使
い
勝
手
の

良
い
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
登
場
が
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
介
護
の
質

を
高
め
る
手
段
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
介
護

の
未
来
を
変
え
る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
だ
。

21
年
度
介
護
報
酬
改
定
率
＋
０・７
％

コロナ禍は何に最も大きな影響を与えたと考えるか

入居者の処遇

（40%）

職員のメンタル

（35%）

施設の収支

（15%）

その他

（6%）

大きな影響はない、むしろ結果

的には施設は成長した（4%）

推
進
協
は
施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況

や
介
護
機
器
の
活
用
状
況
な
ど
、
今
後
の

厚
労
省
へ
の
要
望
や
研
修
内
容
に
活
か
す

た
め
、
11
月
中
下
旬
、
メ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
83
施
設
が
回
答
。

入
居
者
の
処
遇
が
ト
ッ
プ

《
質
問
》「
コ
ロ
ナ
禍
は
何
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ま
す
か
」

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
入
居
者
の
処
遇

（
40
％
）」。
具
体
的
な
回
答
と
し
て
、
外

出
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
縮
小
な
ど

に
よ
り
、
施
設
で
の
暮
ら
し
が
単
調
な
も

の
に
な
っ
た
、
面
会
制
限
で
入
居
者
、
家

族
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
―
な

ど
。
ま
た
、
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
は
表
情

が
伝
わ
り
に
く
く
、
高
齢
者
に
不
安
を
与

え
る
と
い
っ
た
介
護
施
設
な
ら
で
は
の
難

し
さ
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

次
い
で
「
職
員
の
メ
ン
タ
ル
（
35
％
）」。

自
身
が
感
染
源
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
不

安
、
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
な
い

か
と
い
う
不
安
、
長
引
く
自
粛
で
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
る
―
な
ど
。
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5年前 現在 5年後

（回答数） グラフタイトル

介護ロボット

コミュニケーション

型ロボット

ＩｏＴ機器

従来型介護機器

過去・現在・未来の時点で有効だと思う介護機器

睡眠や覚醒などの
情報写真は

使用中の眠りスキャン（右）しょうじゅの里小野提供
情報が把握できるモニター画面（左）パラマウントベッド提供
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「
ち
ょ
っ
と
一
言
」

新
年
特
集
「
外
国
人
材
Ｑ
＆
Ａ
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
重
な
り
、
外
国
人
材
の
雇
用
に
慎

重
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
多
い
と

い
う
。
外
国
人
材
受
入
れ
の
制
度
や
実

情
に
詳
し
い
木
村
先
生
に
解
決
策
な
ど

を
聞
い
た
。

Ｑ
．�

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
慎
重
な

事
業
者
が
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
ね
。

Ａ
．
受
入
れ
制
度
が
複
数
な
上
、
し
か

も
複
雑
な
こ
と
が
響
い
て
い
ま
す
。
ざ
っ

と
挙
げ
る
と
、「
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補

制
度
」、「
在
留
資
格
『
介
護
』」、「
技
能
実

習
制
度
」、
そ
れ
に
「
在
留
資
格
『
特
定
技

能
１
号
』」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
資
格
条
件

が
違
う
。
事
業
者
が
躊
躇
す
る
大
き
な
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
問
題
に
な
る
の
が
、
入
国
に
必
要

な
日
本
語
能
力
（
５
段
階
）
が
制
度
に
よ
っ

て
異
な
る
点
。
例
え
ば
、「
技
能
実
習
制
度
」

で
は
、入
国
時
に
Ｎ
４
（
ゆ
っ
く
り
話
せ
ば
、

日
常
会
話
が
理
解
で
き
る
レ
ベ
ル
）
で
す

が
、「
特
技
能
１
号
」
は
Ｎ
４
と
介
護
の
日

本
語
評
価
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
」
は
協

定
の
相
手
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
Ｎ
５
（
ゆ
っ
く
り
し
た
会
話
な
ら
あ
る

程
度
聞
き
取
れ
る
な
ど
の
レ
ベ
ル
）
以
上
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
Ｎ
４
以
上
、
ベ
ト
ナ
ム

は
Ｎ
３
（
日
常
会
話
は
ほ
ぼ
問
題
な
い
な

ど
の
レ
ベ
ル
）
以
上
─
と
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

Ｑ
．
技
能
実
習
制
度
は
ど
ん
な
問
題
が
。

Ａ
．
も
と
も
と
技
能
実
習
制
度
は
日
本

の
先
進
的
な
技
術
や
技
能
を
学
ん
で
母
国

で
役
立
て
る
─
と
い
う
の
が
目
的
で
す
が
、

多
く
の
外
国
人
は
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
来

日
し
て
い
る
実
態
で
、
完
全
な
ミ
ス
マ
ッ

チ
。
制
度
上
、
技
能
実
習
生
は
転
職
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
業
不
払
い
や
（
日

本
人
と
の
）
賃
金
格
差
が
あ
る
と
、
他

の
職
場
で
働
く
た
め
に
逃
亡
し
た
り
、

悪
徳
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
だ
ま
さ
れ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

Ｑ
．�

国
は
特
定
技
能
１
号
の
就
労
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

Ａ
．
技
能
実
習
制
度
と
違
い
、（
人
手

不
足
が
深
刻
な
介
護
や
農
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
へ
の
）
就
労
を
目
的
と
す
る

制
度
で
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
明
確
に
「
就
労
目
的
」
を
打

ち
出
し
た
画
期
的
な
制
度
で
す
。
滞
在

期
間
は
５
年
で
す
が
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
取
り
、
在
留
資
格
「
介
護
」
に

変
更
す
れ
ば
、
ず
っ
と
日
本
で
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
技
能
実
習
生
（
３
年

以
上
）、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
４
年
間
従
事
）
か
ら

移
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴

で
す
。

Ｑ
．�

多
く
の
外
国
人
に
来
て
も
ら
う

に
は
何
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
．
少
子
化
が
進
む
日
本
で
は
外
国

人
材
の
雇
用
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

外
国
人
な
し
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
。
時
代
の
流

れ
で
す
。
ケ
ア
に
技
術
や
介
護
機
器
は

必
要
で
す
が
、
基
本
は
ハ
ー
ト
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

人
々
は
家
族
を
大
事
に
す
る
の
で
高
齢

者
の
ケ
ア
に
向
い
て
い
ま
す
。
日
本
語

能
力
が
受
入
れ
の
大
き
な
障
壁
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
胆
に
緩
和
し
て
、
多
く

の
外
国
人
が
日
本
人
介
護
職
員
と
一
緒

に
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
言
葉
の
壁
も

少
し
ず
つ
解
消
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

障
壁
の
撤
廃
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。（
聞
き

手
・
楢
原
）

引
き
続
き
基
本
報
酬
引
き
上
げ
を
要
望

効
率
化
よ
り
報
酬
引
き
上
げ
を

12
月
16
日
、
推
進
協
は
終
盤
を
迎
え
て

い
る
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
、
今
後
の
方

針
を
理
事
と
支
部
長
に
伝
え
る
た
め
、
第

2
回
理
事
会
・
第
1
回
支
部
長
会
合
同
会

議
を
緊
急
開
催
し
た
。

赤
枝
会
長
は
「
国
家
財
政
が
厳
し
い
た

め
、
厚
労
省
は
効
率
化
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
推
進
協
は
こ
れ
ま
で

の
歴
史
と
現
在
の
介
護
施
設
の
経
営
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
基
本
報
酬
の

引
き
上
げ
を
要
望
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

事
業
報
告
（
４
～
1 1
月
）

【
役
員
会
・
組
織
運
営
】

役
員
会
や
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
。
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
、
11
月
19
日

に
自
民
党
介
護
福
祉
議
員
連
盟
に
、
11
月

26
日
に
厚
労
省
老
健
局
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。 12

月
16
日
、
推
進
協
（
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
終
盤
を
迎
え
た
介
護
報
酬
改
定
に
対

す
る
今
後
の
方
針
を
固
め
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
第
２
回
理
事
会
を
開
い
た
。

赤
枝
会
長
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
報
酬
引
き
上
げ
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
表
明
。
ま
た
、
介
護
保
険
委
員
会
主
催
で
報
酬
改
定
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
理
事
会
に
続
い
て
、
第
1
回
支
部
長
会
を
開
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
各
支
部
の

様
子
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

第
２
回
理
事
会
・
第
1
回
支
部
長
会
合
同
会
議

【
研
修
事
業
】

▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業　

新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
3
月
に
厚
労
省
か
ら
要
請

を
受
け
、
実
地
研
修
を
中
止
。
10
月
に
厚

労
省
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
座
学
開
催

を
認
め
る
通
知
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
11
月
か
ら
募
集
開
始
。
12
月
8
日
か

ら
研
修
事
業
を
再
開
し
た
。

▽
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
事
業　

新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
4
月
に
予
定
し
て
い

た
第
1
回
の
開
催
を
中
止
。
コ
ロ
ナ
収
束

の
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
た
め
、
10
月

に
第
2
回
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。

報
酬
改
定
の
勉
強
会
開
催

藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
か
ら
介
護

報
酬
改
定
の
た
め
の
勉
強
会
を
介
護
保
険

委
員
会
で
企
画
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し

た
い
と
発
議
が
あ
っ
た
。
全
員
賛
成
で
承

認
さ
れ
た
。

支
部
長
会
で
の
情
報
交
換

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
支
部
の
状
況
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
以
下
、
内
容
の
一
部
を

紹
介
。

▽
星
野
進
理
事
（
千
葉
県
・
聖
心
会
理

事
長
）「
松
戸
市
は
早
く
か
ら
市
の
予
算

で
P
C
R
検
査
を
全
員
無
料
で
受
け
ら

れ
た
。
市
が
で
き
る
の
に
、
国
や
県
が
で

き
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
な
話
だ
。
松

戸
市
の
担
当
官
は
各
施
設
を
回
っ
て
説
明

し
、
検
査
を
受
け
さ
せ
て
く
れ
た
」

▽
阿
部
仁
美
支
部
長
（
宮
城
県
・
壱
ノ

町
施
設
長
）「
宮
城
で
は
職
員
が
感
染
し

た
場
合
、
支
援
職
員
を
近
隣
の
施
設
か
ら

派
遣
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
。
当
施

設
に
も
支
援
職
員
を
登
録
し
て
ほ
し
い
と

県
か
ら
要
請
が
あ
り
、
数
名
登
録
し
た
」

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
大
枠

が
決
ま
っ
た
。
今
号
か
ら
３
回
連
続
で

中
身
を
見
て
い
く
。
第
１
回
目
は
総
論
、

２
回
目
は
告
示
が
出
て
い
る
時
期
な
の

で
個
別
の
内
容
を
、
３
回
目
は
次
期
改

定
に
向
け
て
と
す
る
予
定
。

「
令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る

審
議
報
告
」（
介
護
給
付
費
分
科
会
）に
沿
っ

て
見
る
。今
回
の
改
定
は
、一
言
で
言
え
ば
、

混
乱
し
た
中
で
の
小
粒
の
改
定
と
言
え
る
。

そ
の
中
か
ら
３
つ
の
注
目
点
を
取
り
上
げ

る
。

審
議
報
告
は
小
粒
の
改
定

第
１
は
「
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力

強
化
が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
基
本
認
識
が

改
定
の
基
本
的
考
え
方
（
改
定
の
柱
）
の

ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
。
議
論
の
ス

タ
ー
ト
は
や
や
早
め
の
3
月
で
、
前
回
改

定
と
同
じ
内
容
の
４
つ
の
柱
を
設
定
。
当

然
、
第
１
の
柱
は
な
か
っ
た
。

4
月
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
中
断
。

再
開
は
6
月
1
日
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
一

次
、
二
次
と
補
正
予
算
編
成
に
追
い
ま
く

ら
れ
、
や
っ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
再
開
に

漕
ぎ
つ
け
た
。

そ
こ
に
７
月
の
千
寿
園
（
熊
本
）
の
水

害
が
重
な
り
、
軌
道
修
正
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
こ
れ
が
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
内
容
的
に
は
訓
練
（
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
推
進
協
も
ど
の
よ
う
な
支
援

が
可
能
な
の
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

科
学
的
介
護
に
懸
念
も

第
2
は
「
科
学
的
介
護
の
推
進
」。

C
H
A
S
E
（
高
齢
者
の
状
態
や
ケ
ア

の
内
容
等
の
情
報
）
や
V
I
S
I
T
（
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
）
の

活
用
は
ま
さ
に
科
学
的
介
護
そ
の
も
の
。

生
活
の
場
に
ど
れ
ほ
ど
適
応
す
る
の
か
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
医
療
モ

デ
ル
の
行
き
過
ぎ
に
懸
念
が
残
る
。

ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
、
介
護
現
場

の
革
新
に
関
し
て
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活

用
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
連
携
と

い
う
意
味
で
科
学
的
介
護
を
想
起
さ
せ

る
。
C
H
A
S
E
、
V
I
S
I
T
の
活
用
、

I
o
T
機
器
の
活
用
い
ず
れ
も
厚
労
省
は

導
入
を
強
化
し
て
お
り
、
今
回
も
加
算
が

拡
充
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
に

基
づ
く
政
策
を
進
め
た
い
厚
労
省
は
大
胆

な
加
算
単
価
を
設
定
し
て
く
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。

医
療
が
先
か
生
活
が
先
か
、
人
材
の
疲

弊
は
ど
う
か
懸
念
は
残
る
が
、
取
組
に
よ
っ

て
差
が
出
る
局
面
で
も
あ
る
。
進
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

目
標
を
立
て
戦
略
的
な
議
論
を

第
３
の
注
目
点
は
「
今
後
の
課
題
」
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
多
さ
。
改
定
は
し
た
も
の

の
果
た
し
て
大
丈
夫
か
、
検
証
が
必
要
と

す
る
も
の
が
多
い
。

感
染
症
や
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
十
分

詰
め
切
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し

た
か
。
た
だ
、
こ
こ
に
次
期
改
正
に
向
け

た
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
も
と
れ
る
。

推
進
協
と
し
て
３
年
後
を
見
据
え
て
ど

ん
な
目
標
を
立
て
戦
略
的
に
議
論
を
進
め

て
い
く
の
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
事
務

長
・
懸
上
） 

【
連
載
】
2 1
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
読
む
①

０
・
７
％
引
き
上
げ　

21
年
度
報
酬
改
定

令和３年度介護報酬改定に
関する審議報告（抄）

社会保障審議会介護給付費分科会
令和 2 年 12 月 20 日

Ⅰ　 令和３年度介護報酬改定に係る
基本的な考え方

１　基本認識
（１） 感染症や災害への対応力強化

が求められる中での改定
（２） 地域包括ケアシステムの推進

が求められる中での改定
（３） 自立支援・重度化防止の取組

が求められる中での改定
（４） 介護人材の確保・介護現場の

革新が求められる中での改定
（５） 精度の安定性・持続可能性が

求められる中での改定
２　（略）

Ⅱ　令和３年度介護報酬改定の対応
Ⅲ　今後の課題

㊟１�基本認識の (2) ～ (4) は当初に設定した

柱。(1) が審議報告で追加された柱

オンラインで開かれた第２回理事会（12 月 16 日）

【
連
載
】
木
村
よ
し
お
の

特養・外国人介護人材の
雇用状況

【外国人材確保の状況】「雇
用している」34. １％（前年
比 13. ７㌽増）、「一度も雇
用したことはない」54. １％
【受入れ形態】①技能実習②
留学生③在留資格「介護」
④ＥＰＡ⑤在留資格「特定
技能１号」の順【過去に雇
用したが、現在雇用してい
ない理由】「外国人に教える
スキルが足りない」「紹介手
数料が日本人とさほど変わ
らず、雇用にはつながらな
い」など【新型コロナの影響】
「入国制限が続き、来日でき
ない」「帰国しても戻れない
留学生がいる」「マスク（装
着）や手洗いの習慣がなく
ストレスになりやすい」な
ど。
（注）福祉医療機構「特養の人材確保に
関する調査」（20年 10 月実施）から抜粋。



2021 年 1 月 7日発行　第 167 号

〇
…
「
無
理
、
無
理
で
す
よ
！
」。
介

護
分
野
の
１
年
を
振
り
返
る
「
介
護
10
大

ニ
ュ
ー
ス
」
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、
厚
労
省
詰
め
の
女
性
記
者
の
怒

り
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
…
昨
年
２
月
以
降
、
全
国
各
地
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
い
ま
で
も
介
護
施

設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
現
場
で

は
感
染
の
発
生
対
応
や
防
御
に
追
わ
れ
て

い
る
。
女
性
記
者
は
他
の
ニ
ュ
ー
ス
を
探

る
余
裕
も
な
い
と
嘆
い
た
。

○
…
そ
こ
に
「
変
異
ウ
イ
ル
ス
」
が
英

国
な
ど
で
確
認
さ
れ
、
日
本
で
も
感
染
が

判
明
し
た
。
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
が
「
効

か
な
い
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
年
明
け
、

１
つ
で
も
い
い
、
重
大
で
な
く
て
も
い
い
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
欲
し
い
。（
楢
）

こ
ち
ら
傍
聴
席

ウ
の
目
タ
カ
の
目

超
重
大
ニ
ュ
ー
ス

審
議
報
告
を
了
承   

給
付
費
分
科
会

年
明
け
か
ら
単
位
見
直
し
議
論

12
月
18
日
開
催
の
第
１
９
７
回
介
護
給

付
費
分
科
会
は
21
年
度
介
護
報
酬
改
定
に

向
け
た
「
審
議
報
告
」
を
ま
と
め
た
。「
感

染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
」
や
「
制

度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
」
な

ど
５
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
報
酬
や
基

準
の
見
直
し
を
盛
り
込
ん
だ
。
プ
ラ
ス
０
・

７
％
の
改
定
率
も
踏
ま
え
、
年
明
け
か
ら

サ
ー
ビ
ス
単
位
や
基
準
の
見
直
し
の
議
論

に
入
る
。

主
な
見
直
し

【
ユ
ニ
ッ
ト
型
定
員
】
夜
間
・
深
夜
の

介
護
・
看
護
職
員
の
配
置
の
実
態
を
勘
案

し
て
配
置
す
る
よ
う
努
め
つ
つ
、
現
行
の

「
お
お
む
ね
10
人
以
下
」
を
「
15
人
以
下

を
超
え
な
い
も
の
」
と
す
る
。

【
感
染
症
・
災
害
】
業
務
継
続
計
画
の

策
定
や
訓
練
な
ど
を
義
務
付
け
（
３
年
経

過
措
置
）【
認
知
症
基
礎
研
修
】
無
資
格

の
介
護
職
員
に
認
知
症
基
礎
研
修
の
受
講

を
義
務
付
け
【
口
腔
衛
生
管
理
】
施
設
系

は
口
腔
衛
生
管
理
体
制
の
整
備
や
入
所
者

ご
と
の
管
理
を
規
定
【
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
】
施
設
系
の
「
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
」
を
廃
止
し
、
基
本
報
酬
に
組
み
込
む

【
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
】
毎
月
算
定

を
可
能
に
【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】
全
サ
ー
ビ

ス
に
対
策
を
義
務
付
け
【
人
員
配
置
】
従

０
・
７
％
引
き
上
げ　

21
年
度
報
酬
改
定

０
・
05
％
は
９
月
末
ま
で

20
年
度
の
改
定
率
は
、
同
日
の
麻
生
太

郎
財
務
相
と
田
村
厚
労
相
の
折
衝
で
決
着

し
た
。
田
村
厚
労
相
は
記
者
会
見
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
介

護
人
材
不
足
、
厳
し
い
介
護
事
業
経
営

実
態
を
踏
ま
え
る
一
方
、
現
役
世
代
の
保

険
料
や
利
用
者
負
担
の
増
加
に
も
配
慮
し

た
」
な
ど
と
述
べ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
＋
０
・
05
％
に
つ

い
て
は
「
来
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま

で
暫
定
的
な
引
き
上
げ
で
あ
り
、（
10
月

以
降
、
延
長
す
る
か
ど
う
か
は
）
基
本
的

に
は
延
長
し
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

が
、
感
染
状
況
や
介
護
事
業
の
実
態
な
ど

を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
麻

生
財
務
相
と
合
意
し
て
い
る
」
と
し
た
。

現
時
点
、
臨
時
特
例
の
延
長
な
し

ベ
テ
ラ
ン
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
狙

い
と
す
る
特
定
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て

は
「
加
算
の
取
得
拡
大
を
推
進
す
る
方
向

12
月
17
日
、
政
府
は
２
０
２
０
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
０・
７
％
引
き
上
げ
る

こ
と
を
決
め
た
。
う
ち
０
・
05
％
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
来
年
９
月
末
ま
で
暫
定

的
な
引
き
上
げ
（
臨
時
特
例
延
長
）。
プ
ラ
ス
改
定
は
18
年
度
改
定
に
続
い
て
２
回

連
続
。
田
村
憲
久
厚
労
相
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
や
厳
し
い
介
護
事
業
経
営

な
ど
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ス
改
定
と
し
た
」
な
ど
と
説
明
し
た
。
小
幅
な
引
き
上
げ

に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
事
業
者
の
間
か
ら
「
や
む
を
得
な
い
」
と
の
意
見
が
あ

る
一
方
、
不
満
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

政
府
「
厳
し
い
経
営
環
境
に
配
慮
」

　

小
幅
引
き
上
げ
に
事
業
者
か
ら
不
満
も

で
合
意
し
た
。
０
・
７
％
ア
ッ
プ
の
影
響

や
経
営
実
態
な
ど
を
把
握
し
、
処
遇
改
善

の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
で
合
意
し
て

い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

ま
た
来
年
８
月
１
日
か
ら
補
足
給
付
と

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し
（
介
護

保
険
部
会
が
意
見
書
に
明
記
）
に
つ
い
て

も
「
具
体
的
に
検
討
を
始
め
る
こ
と
で
合

意
し
た
」
と
し
た
。

介
護
事
業
者
の
評
価
割
れ
る

引
き
上
げ
率
が
１
％
に
満
た
な
か
っ
た

こ
と
に
対
し
、
介
護
事
業
者
の
間
か
ら

「
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
プ
ラ
ス
改
定

に
な
っ
た
の
は
田
村
厚
労
相
の
努
力
や
菅

首
相
の
決
断
の
結
果
だ
」（
施
設
系
団
体
）

と
評
価
す
る
声
が
あ
る
一
方
、「
最
低
で

も
１
％
は
欲
し
か
っ
た
。
基
本
報
酬
が
低

す
ぎ
る
こ
と
が
元
凶
で
あ
り
、
加
算
要
件

の
緩
和
で
は
根
本
的
な
経
営
改
善
に
は
繋

が
ら
な
い
」（
通
所
・
訪
問
系
事
業
者
）

と
不
満
を
漏
ら
し
た
。

過
去
最
大
１
０
６
兆
円  

来
年
度
予
算
案

社
会
保
障
関
連
０
・
５
％
増

12
月
21
日
、
政
府
は
過
去
最
大
規
模
と

な
る
総
額
１
０
６
兆
６
０
９
７
億
円
（
一

般
会
計
ベ
ー
ス
）
の
２
０
２
１
年
度
当
初

予
算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
社
会
保
障
費

は
35
兆
８
４
２
１
億
円
（
前
年
度
当
初
予

算
比
０
・
４
％
増
）。
厚
労
省
関
連
は
社
会

保
障
関
係
費
32
兆
７
９
２
８
億
円
（
＋
０
・

５
％
）。介

護
関
連
事
業
（
大
枠
）

（
注
）
２
月
号
に
介
護
関
連
の
個
別
事
業
を
掲
載
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
】
３
兆
３
９
３
億

円
（
介
護
報
酬
改
定
０
・
７
％
引
き
上
げ

含
む
）【
介
護
の
受
け
皿
・
介
護
人
材
】

１
０
９
３
億
円
▽
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
（
介
護
分
）」
な
ど
【
自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
】
４
１
０
億
円
【
認
知
症

大
綱
施
策
】
１
２
５
億
円
【
災
害
支
援
】

３
・
８
億
円
【
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
】
▽
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
継
続
支

援
（
新
規
）
▽
個
室
化
等
の
整
備
（
新
規
）

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
な
ど
。

介
護
報
酬
勉
強
会 

２
月
に
開
催

介
護
保
険
委
員
会

12
月
18
日
、
推
進
協
は
第
２
回
介
護
保

険
委
員
会
を
開
き
、
2
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
勉
強
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
（
久
住
会

理
事
長
）
は
「
1
月
後
半
に
諮
問
答
申
が

終
わ
り
、
詳
細
が
確
定
す
る
。
そ
れ
を
受

け
て
2
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
行
い

た
い
」
と
提
案
し
た
。
＝
4
面
参
照
。

委
員
か
ら
「
2
月
の
早
い
段
階
で
情
報

を
得
ら
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」、「
全
国

に
会
員
が
い
る
推
進
協
に
と
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
は
適
し
て
い
る
」
と
の
声
が
上

が
り
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
勉
強
会
の
内
容
に
つ
い
て
、「
特

養
中
心
型
で
は
な
く
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な

ど
も
含
め
た
い
」
と
藤
村
委
員
長
が
提
案

し
た
。
そ
れ
に
対
し
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
併
設
し
て
い
る
施
設
が
多
い
と
思
う
の

で
、
特
養
だ
け
に
特
化
す
る
よ
り
良
い
の

で
は
な
い
か
」、「
一
部
、
二
部
と
い
っ

た
感
じ
で
在
宅
と
入
居
系
に
分
け
て
開
催

し
た
ほ
う
が
参
加
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

今
後
、
各
委
員
は
勉
強
会
に
備
え
て
、

報
酬
改
定
の
資
料
を
読
み
こ
み
、
1
月
18

日
開
催
予
定
の
介
護
保
険
委
員
会
で
取
り

ま
と
め
る
。

【
勉
強
会
の
大
ま
か
な
予
定
】

2
月
5
日
（
金
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

改
め
て
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

年度 介護報酬改定率
2003（平成 15） ▲２. ３      ％
2005（同 17 年 10 月） ※

2006（同 18） ▲０. ５　  ％
（※ 05 年度改定を含め▲ 2.4%）

2009（同 21） ３. ０　  ％
2012（同 24） １. ２　  ％
2014（同 26） ０．６３％
2015（同 27） ▲２．２７％
2017（同 29） １．１４％
2018（同 30） ０．５４％

2021（令和３）
０．７　％

（うち０. ０５％は
　９月末までの臨時特例延長）

来
型
特
養
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
併
設
は
介

護
・
看
護
職
員
の
兼
務
な
ど
可
【
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】
運
営
基
準
で
対
策
を
講

じ
な
い
場
合
、減
算
（
６
カ
月
経
過
措
置
）。

【
虐
待
防
止
】
委
員
会
の
設
置
や
研
修
な

ど
義
務
付
け
（
３
年
経
過
措
置
）。

【
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
活
用
】
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｅ
へ
の
デ
ー
タ
提
出
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
評
価
す
る
新
区
分
を
設

定
【
見
守
り
機
器
な
ど
・
夜
勤
配
置
】
全

入
所
者
に
見
守
り
セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
、

全
夜
勤
職
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
用
す
る
事
業

所
を
新
区
分
で
評
価
。
配
置
基
準
を
緩
和

【
会
議
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
】
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
の

活
用
を
促
す
【
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
】
特

養
な
ど
も
算
定
の
対
象
。

【
特
定
処
遇
改
善
加
算
】
配
分
ル
ー
ル

を
緩
和
【
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
】

勤
続
年
数
10
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
が
一

定
割
合
以
上
い
る
事
業
所
を
評
価
す
る
新

た
な
区
分
を
設
定
【
人
員
配
置
・
両
立
支

援
】
育
児
・
介
護
休
業
の
短
時
間
勤
務
30

時
間
以
上
を
「
常
勤
」
と
す
る
。【
基
準

費
用
額
】
食
費
で
必
要
な
対
策
【
地
域
区

分
】
移
行
調
査
の
結
果
を
来
年
度
か
ら
級

地
に
反
映
さ
せ
る
。

介護報酬改定率の経緯

-2.3%
-1.9%

-0.5%

3.0%

1.2%
0.63%

-2.27%

1.14%

0.54% 0.7%

-3%

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

2003 2005 2006 2009 2012 2014 2015 2017 2018 2021
（年度）

介護報酬改定率の推移

（３）

第１９７回介護給付費分科会

明るい
ニュースが
ほしいな…

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
が
承
認
を
申
請

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

12
月
18
日
、
米
製
薬
大
手
フ
ァ
イ
ザ
ー

は
厚
労
省
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

承
認
を
申
請
し
た
。
厚
労
省
は
審
査
期

間
（
1
年
程
度
）
を
短
縮
す
る
特
例
承

認
す
る
方
針
。
同
社
と
６
月
末
ま
で
に

６
０
０
０
万
人
分
の
供
給
で
合
意
。
早
け

れ
ば
、
今
年
２
月
中
に
承
認
し
、
３
月
か

ら
全
国
で
接
種
を
開
始
す
る
。

同
省
は
地
方
自
治
体
に
接
種
の
手
順
や

優
先
順
位
な
ど
を
示
し
、
国
の
予
算
で
冷

蔵
保
管
施
設
を
準
備
し
、
ワ
ク
チ
ン
供
給

後
、
適
正
か
つ
速
や
か
に
接
種
を
始
め
る

よ
う
要
請
し
た
。
優
先
順
位
は
①
医
療
従

事
者
（
救
急
救
命
士
や
保
健
所
担
当
職
員

な
ど
含
む
）
②
高
齢
者
③
基
礎
疾
患
を
抱

え
る
高
齢
者
以
外
の
人
・
特
養
や
老
健
な

ど
の
介
護
施
設
職
員
（
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス

の
職
員
は
除
く
）な
ど
の
順
。
実
態
に
よ
っ

て
変
更
も
あ
り
得
る
と
い
う
。



2021 年 1 月 7日発行　第 167 号

（４）

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
介
護
の
未
来
を
変
え
る

介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
団
体
の
動

向
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
推
進
協
Ｈ
Ｐ
の

W
e
e
k
l
y
参
照
。
詳
細
は
厚
生
労
働

省
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
字
は
重

要
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

■
１
１
２
件
で
過
去
最
多
を
更
新

（
12
月
３
日
）
介
護
事
業
の
倒
産
件
数

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
今
年
１

月
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の
介
護
事
業
者
の
倒

産
は
１
１
２
件
で
、
既
に
過
去
最
多
だ
っ
た

昨
年
の
１
１
１
件
を
上
回
っ
た
。

■
「
15
カ
月
予
算
」
の
編
成
促
す　

（
12
月
４
日
）来
年
度
予
算
で
経
財
諮
問
会
議

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
を

決
定
し
た
。
第
３
次
補
正
予
算
と
21
年
度
予

算
を
合
わ
せ
た
「
15
カ
月
予
算
案
」
と
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
経

済
再
生
の
両
立
を
目
指
す
。

■
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
１
３
３
件

（
12
月
５
日
）
高
齢
者
福
祉
施
設

厚
労
省
の
集
計
に
よ
る
と
、
10
月
26
日
～

11
月
26
日
の
間
に
特
養
な
ど
の
高
齢
者
福
祉

施
設
で
計
１
３
３
件
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
。

■
追
加
対
策
73
兆
円
を
閣
議
決
定

（
12
月
８
日
）
予
備
費
10
兆
円
計
上

政
府
は
事
業
規
模
73
・
６
兆
円
（
う
ち
国

の
支
出
30
・
６
兆
円
）
の
追
加
経
済
対
策
を

臨
時
閣
議
で
決
定
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
予

備
費
10
兆
円
を
計
上
し
た
。　
　
　

■
「
議
決
ル
ー
ル
」
の
議
論
開
始

（
12
月
８
日
）
社
福
連
携
で
検
討
会

厚
労
省
の
社
会
福
祉
法
人
検
討
会
の
初
会

合
が
開
か
れ
、
来
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正

社
会
福
祉
法
の
課
題
に
関
す
る
議
論
を
開
始

し
た
。
論
点
は
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の

議
決
ル
ー
ル
の
在
り
方
。

■
「
２
０
０
万
円
以
上
」
で
合
意

（
12
月
10
日
）
75
以
上
医
療
費
２
割
負
担

政
府
、
与
党
は
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口

負
担
割
合
（
自
己
負
担
率
）
を
１
割
か
ら
２

割
に
引
き
上
げ
る
所
得
基
準
に
つ
い
て
「
単

身
世
帯
の
年
金
年
収
で
２
０
０
万
円
以
上
」

と
す
る
こ
と
で
合
意
。

■
第
３
次
補
正
予
算
案
を
決
定

（
12
月
15
日
）
厚
労
省
４
・
７
兆
円

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
費
を
柱
と
す
る
今
年
度
予
算
の
第
３
次
補

正
予
算
案（
追
加
歳
出
19
兆
１
７
６
１
億
円
）

を
閣
議
決
定
し
た
。
厚
労
省
の
追
加
額
は

４
兆
７
３
３
０
億
円
。「
介
護
慰
労
金
」
の

再
支
給
は
見
送
り
。

■
推
進
協
・
理
事
会

（
12
月
16
日
）
支
部
長
会
と
合
同
開
催

推
進
協
は
第
２
回
理
事
会
と
支
部
長
会
の

合
同
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
き
、
今
年
度
の

事
業
報
告
な
ど
全
議
案
を
了
承
。
介
護
報
酬

の
審
議
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。
支
部
長
会
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
見
舞
わ

れ
た
施
設
現
場
の
対
応
が
報
告
さ
れ
た
＝
２
面

参
照
。

■
介
護
報
酬
改
定
プ
ラ
ス
０
・
７
％

（
12
月
17
日
）
財
務
・
厚
労
大
臣
合
意

麻
生
太
郎
財
務
相
と
田
村
憲
久
厚
労
相
の

折
衝
で
21
年
度
介
護
報
酬
の
改
定
率
を
０
・

７
％
（
う
ち
０
・
05
％
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
）
引
き
上
げ
る
方
針
で
合
意
し
た

＝
３
面
参
照
。

■
障
害
福
祉
は
プ
ラ
ス
０
・
56
％

（
12
月
17
日
）
21
年
度
報
酬
改
定

麻
生
太
郎
財
政
相
と
田
村
憲
久
厚
労
相
は

21
年
度
か
ら
障
害
サ
ー
ビ
ス
報
酬
０
・
56
％

（
※
う
ち
０
・
05
％
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

引
き
上
げ
で
合
意
。

■
改
定
「
審
議
報
告
」
ま
と
ま
る

（
12
月
18
日
）
給
付
費
分
科
会

第
１
９
７
回
給
付
費
分
科
会 

２
０
２
１

年
度
介
護
報
酬
改
定
の
審
議
報
告
（
運
営
基

準
等
の
見
直
し
な
ど
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

焦
点
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
定
員
」
は
「
原
則
と

し
て
お
お
む
ね
10
人
以
下
と
し
、
15
人
を
超

え
な
い
も
の
」
と
し
た
。
現
在
、「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
」
を
募
集
中
（
１
月
８
日
ま

で
）
＝
３
面
参
照
。

■
推
進
協
・
介
護
保
険
委

（
12
月
18
日
）
２
月
に
勉
強
会
を
開
催

推
進
協
は
介
護
保
険
委
員
会
を
開
き
、
来

年
２
月
に
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た

＝
３
面
参
照
。

■
ワ
ク
チ
ン
承
認
を
申
請

（
12
月
18
日
）
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

米
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
承
認
を
厚
労
省
に

申
請
し
た
。
早
け
れ
ば
、
来
年
２
月
に
も
承

認
さ
れ
、
接
種
が
開
始
さ
れ
る
見
通
し
＝
３
面

参
照
。

■
過
去
最
大
１
０
６
兆
円
規
模

（
12
月
21
日
）
来
年
度
当
初
予
算
案

政
府
は
２
０
２
１
年
度
当
初
予
算
案
を

閣
議
決
定
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は

１
０
６
兆
６
０
９
７
億
円
で
過
去
最
大
規
模

＝
３
面
参
照
。

■
「
医
療
の
緊
急
事
態
」
を
宣
言　

（
12
月
21
日
）
日
医
な
ど
医
療
９
団
体

日
本
医
師
会
や
日
本
病
院
会
な
ど
医
療
関

係
９
団
体
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
医
療
提
供
体
制
が
逼
迫
し
て

い
る
と
し
て
「
医
療
の
緊
急
事
態
」
を
宣
言

し
、
国
民
に
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

■
施
設
の
虐
待
３
・
７
％
増

（
12
月
22
日
）
令
和
元
年
度
実
態
調
査

厚
労
省
の
令
和
元
年
度
高
齢
者
虐
待
状
況

調
査
に
よ
る
と
、養
介
護
施
設
（
特
養
な
ど
）

の
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
判
断
件
数
は
前
年

度
比
３
・７
％
増
の
６
４
４
件
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位

（
12
月
24
日
）
居
宅
系
は
対
象
外

政
府
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
優
先
順
位
案
を
ま
と
め
た
。「
医
療
従

事
者
」、「
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）」、「
基
礎

疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
以
外
の
人
」
な
ど
の

順
。
高
齢
者
施
設
介
護
職
員
は
「
基
礎
疾
患

を
抱
え
る
高
齢
者
以
外
の
人
」
と
同
順
位
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
職
員
は
原
則
対
象
外

＝
３
面
参
照
。

■
個
別
の
災
害
避
難
計
画
促
す

（
12
月
25
日
）
内
閣
府
作
業
部
会

内
閣
府
の
災
害
避
難
計
画
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
作
業
部
会
は
高
齢
者
ひ
と
り
一

人
の
避
難
方
法
を
事
前
に
策
定
す
る
よ
う
市

町
村
に
促
す
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

■
外
国
人
の
新
規
入
国
を
停
止

（
12
月
26
日
）
変
異
種
ウ
イ
ル
ス
防
止

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再

拡
大
防
止
の
た
め
12
月
28
日
か
ら
来
年
１
月

31
日
ま
で
外
国
人
の
新
規
入
国
を
原
則
停
止

す
る
。
中
国
、
韓
国
な
ど
16
カ
国
の
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
は
対
象
外
。

■
新
規
感
染
３
８
８
３
人
最
多

（
12
月
26
日
）
東
京
９
４
９
人　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染
者
数
は

３
８
８
３
人
、
重
症
者
数
６
５
４
人
で
、
と

も
に
過
去
最
多
を
更
新
。
東
京
都
は
最
多

９
４
９
人
。

■
都
の
陽
性
率
８
％
超
え
る

（
12
月
27
日
）
25
日
時
点

東
京
都
に
よ
る
と
、
25
日
時
点
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
陽
性
率
は
８
・
２
%
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」以
降
、最
も
高
く
な
っ
た
。

12
月
１
日
～
12
月
31
日

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
し
た
い
が
… 

【
今
月
の
相
談
内
容
】

次
年
度
か
ら
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
」

を
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

設
計
等
を
行
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

研
修
の
目
標
が
単
に
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
困
り
ま
す
。
目
的

は
入
居
者
様
の
権
利
擁
護
と
生
活
支
援

に
あ
り
ま
す
。
研
修
で
職
員
の
判
断
力

と
行
動
力
を
養
い
、
実
践
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
悪
い
ム
ー
ド
、

働
き
に
く
い
・
働
き
が
い
の
な
い
職
場

に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。
離
職
者
が
増
加
し
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
そ
の
も
の
が
困
難
と
な
る
か

ら
で
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
で
は
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か
」、「
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
か
」
―
こ
の
2
点
を
押
さ

え
ま
し
ょ
う
。
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
結
果
を
研
修
資
料
と
す
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

回
数
は
少
な
く
と
も
年
2
回
、
基
礎

知
識
編
と
実
践
編
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

事
例
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
訴
え
窓
口
と
そ

の
後
の
対
応
方
法
な
ど
）
に
分
け
て
実

施
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
規
程
」
を
設
け
、
周
知
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
集

合
研
修
は
困
難
で
す
が
、
短
時
間
で
複

数
回
を
分
散
開
催
し
た
り
、
動
画
フ
ァ

イ
ル
を
隙
間
時
間
に
観
て
も
ら
っ
た
り

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

  推進協監事
  特定社会保険労務士

栗田淳二 

　
（
令
和
３
年
1
月
1
日
現
在
）

【
会
員
施
設
数
】　
３
７
０
施
設

【
事
務
局
か
ら
】

〇
コ
ロ
ナ
の
脅
威
を
機
会
に
変
え
て

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
怖
く
て
、
健
康
の
た
め

に
通
っ
て
い
た
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
を
オ
ン
ラ
イ

ン
ヨ
ガ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

臨
場
感
や
一
体
感
は
ス
タ
ジ

オ
の
レ
ッ
ス
ン
に
は
敵
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
早
朝
か
ら

深
夜
ま
で
の
都
合
の
良
い
時

間
帯
に
自
宅
で
受
け
ら
れ
る

ユニットケア研修開催のご案内

お申込みはWEBで
suishinkyo.net

受講料：40,000 円　座学 2 日 （実地研修除く）
※ただし、実地研修再開時には別途 4 万円かかります。

回 募集期間 座学研修（オンライン）

3 12月14日(月)～1月25日(月) 2 月 11 日 ( 木 ) ～ 12 日 ( 金 )

4 1 月 18 日 ( 月 ) ～ 3 月 1 日 ( 月 ) 3 月 16 日 ( 火 ) ～ 17 日 ( 水 )

●ユニットケア施設管理者研修

回 募集期間 座学研修（オンライン）
６ 11 月 30 日 ( 月 ) ～ 1 月 11 日 ( 月 ) １月28日(木)～29日(金)
７ 12 月 7 日 ( 月 ) ～ 1 月 18 日 ( 月 ) 2 月 2 日 ( 火 ) ～ 3 日 ( 水 )
８ 12 月 14 日 ( 月 ) ～ 1 月 25 日 ( 月 ) 2 月９日 ( 火 ) ～ 10 日 ( 水 )
９ 12 月 21 日 ( 月 ) ～２月 1 日 ( 月 ) 2 月 16 日 ( 火 ) ～ 17 日 ( 水 )
10 12 月 28 日 ( 月 ) ～２月 8 日 ( 月 ) 2月23日(火)～24日(水)
11 1 月４日 ( 月 ) ～２月 15 日 ( 月 ) 3 月 4 日 ( 木 ) ～ 5 日 ( 金 )
12 1 月 11 日 ( 月 ) ～ 2 月 22 日 ( 月 ) 3 月 11 日 ( 木 ) ～ 12 日 ( 金 )
13 1 月 18 日 ( 月 ) ～ 3 月 1 日 ( 月 ) 3月18日 (木 )～19日 (金 )

●ユニットリーダー研修

受講料：36,000 円 ｅラーニング＋座学 2 日

ユニットケア
ワンポイントセミナー（45分）

ユニットケアの悩みや疑問点はありませんか？
経験豊富なベテラン講師がワンポイント解説します。

対象者：施設職員、自治体職員

受講料：無料

時間：15:00 ～ 15:45（45 分）

回 日程 テーマ・講師
1 1/12（火） ユニットケアの三要素って何 ?
2 1/19（火） 居室の設えを考える。ヒント）
3 1/26（火） 肝はユニット会議にあり !!
４ 2/4（火） 栄養士が応援、個別ケアと栄養マネジメント
５ 2/18（火） 私の一日、日勤と夜勤
6 2/25（火）大したことはないけどユニットイベントの小工夫

お申込みはホームページ（suishinkyo.net）に掲載の申込
用紙をダウンロードの上、FAX でお申し込みください

便
利
さ
と
手
軽
さ
、
全
国
の
素
敵
な
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の
出
会
い
―
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
良
さ
も
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
推
進
協
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
で
は
の
強
み
を
活
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
脅

威
を
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
広
め
る
機
会
に

変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
）

２月 5日（金）LIVE 配信決定！
介護報酬改定勉強会

詳細は決まり次第お知らせします


